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１
　
配
属
先
は
「
追
い
出
し
部
屋
」

「
人
生
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

巨
額
赤
字
に
苦
し
ん
だ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
、「
追
い
出
し
部
屋
」
と
呼
ば
れ
る
部
署
が
あ
る
。

か
つ
て
従
業
員
組
合
が
、「
人
間
大
事
」
の
経
営
を
実
践
し
た
創
業
者
の
松
下
幸
之
助
氏
に
感
謝
し
て
寄
贈
し
た
と

い
う
松
下
翁
の
銅
像
が
あ
る
大
阪
府
門か
ど

真ま

市
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
本
社
か
ら
遠
く
離
れ
た
佐
江
戸
事
業
場
。
看
板
も
な
く
、

体
育
館
ぐ
ら
い
の
広
さ
の
が
ら
ん
と
し
た
室
内
に
一
〇
〇
台
ほ
ど
の
古
い
机
と
パ
ソ
コ
ン
が
無
造
作
に
並
ん
で
い
る
。

四
〇
代
の
女
性
は
毎
朝
、
横
浜
市
の
Ｊ
Ｒ
鴨
居
駅
か
ら
川
沿
い
の
歩
行
者
道
を
事
業
場
に
向
か
う
社
員
の
長
い
列
に

身
を
ゆ
だ
ね
な
が
ら
こ
こ
に
通
う
日
々
だ
。

携
帯
電
話
な
ど
を
製
造
す
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
一
〇
〇
％
子
会
社
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）に
所
属
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、「
追
い
出
し
部
屋
」
に
配
属
に
な
っ
た
。

「
Ｓ
10
棟
五
階
」
に
あ
る
そ
の
部
屋
に
は
、
メ
ン
バ
ー
一
一
三
人
分
の
事
務
机
や
パ
ソ
コ
ン
が
並
ぶ
。
主
な
仕
事
は
、

ほ
か
の
部
署
へ
の
「
応
援
」
だ
。
要
請
が
あ
れ
ば
駆
け
つ
け
て
、
製
品
を
梱
包
す
る
単
純
作
業
な
ど
を
こ
な
す
。
応
援

の
仕
事
が
な
い
と
、
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
終
業
時
間
が
来
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
。

集
め
ら
れ
た
の
は
、
元
の
部
署
で
「
仕
事
が
な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
正
社
員
た
ち
。
こ
の
女
性
の
よ
う
に
、
働
き
ざ

か
り
の
三
、四
十
代
ま
で
も
が
対
象
だ
。
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赤
字
に
あ
え
ぐ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
は
一
二
年
夏
に
早
期
退
職
を
募
集
し
、
多
く
の
社
員
が
会
社
を
去
っ
た
。
し
か
し

会
社
に
と
っ
て
は
、「
リ
ス
ト
ラ
」
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
会
社
に
い
て
も
仕
事
が
な
い
「
社
内
失
業
者
」
が
「
追

い
出
し
部
屋
」
に
集
め
ら
れ
た
。
部
屋
に
あ
る
古
い
机
や
パ
ソ
コ
ン
は
、
早
期
退
職
で
辞
め
た
社
員
ら
が
使
っ
て
い
た

も
の
を
運
び
込
ん
で
再
利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

部
屋
の
入
り
口
付
近
に
は
、
社
内
の
各
部
署
か
ら
出
さ
れ
た
「
求
人
票
」
の
張
っ
て
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
あ
る
。

「
追
い
出
し
部
屋
」
の
社
員
は
、
こ
の
求
人
を
見
て
「
自
分
で
自
分
の
仕
事
を
探
す
」
こ
と
も
業
務
の
一
つ
。
だ
が
、

社
内
求
人
の
倍
率
は
高
く
、
応
募
し
て
も
落
ち
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
仮
に
こ
の
求
人
で
仕
事
を
見
つ
け
て
も
、
数
カ

月
で
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
再
び
「
部
屋
」
に
戻
る
。

こ
の
女
性
が
最
初
に
派
遣
さ
れ
た
応
援
業
務
は
、
携
帯
電
話
の
箱
詰
め
作
業
だ
っ
た
。
仕
事
場
は
、
事
業
場
敷
地
内

の
「
Ｓ
７
棟
二
階
」。
生
産
を
縮
小
し
た
他
工
場
か
ら
持
っ
て
き
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
。
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
続
く
単
純
作
業
だ
っ
た
。

「Panasonic

」
の
ロ
ゴ
が
袖
に
入
っ
た
作
業
着
を
身
に
つ
け
て
五
人
一
組
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
横
に
並
ぶ
。
段

ボ
ー
ル
の
組
み
立
て
、
説
明
書
や
保
証
書
の
小
分
け
、
電
池
や
カ
バ
ー
な
ど
の
付
属
品
の
確
認
、
商
品
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

詰
め
、
段
ボ
ー
ル
詰
め
。
一
人
一
人
に
作
業
が
分
担
さ
れ
、
三
〇
秒
に
一
個
の
ペ
ー
ス
で
流
れ
て
く
る
携
帯
電
話
と
付

属
品
を
ひ
た
す
ら
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
る
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
非
正
規
の
社
員
が
や
っ
て
い
た
仕
事
だ
っ
た
。

配
属
当
初
の
梱
包
の
ノ
ル
マ
は
、
一
日
九
〇
〇
個
。
そ
れ
が
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
速
度
は

速
く
な
り
、
一
週
間
後
に
は
一
日
一
四
〇
〇
個
に
な
っ
た
。

休
憩
時
間
は
、
正
午
か
ら
一
時
間
の
ほ
か
に
、
午
前
と
午
後
に
一
〇
分
ず
つ
だ
け
。
休
憩
が
始
ま
る
と
ト
イ
レ
に
ダ
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ッ
シ
ュ
す
る
が
、
女
性
ト
イ
レ
に
は
同
様
の
ラ
イ
ン
で
作
業
す
る
ほ
か
の
社
員
が
殺
到
し
て
い
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
入
社
し
て
一
五
年
以
上
、
女
性
は
事
務
職
と
し
て
オ
フ
ィ
ス
で
働
い
て
き
た
。
作
業
着
や
ゴ
ム
手

袋
を
身
に
つ
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
工
場
に
も
ほ
と
ん
ど
出
入
り
し
た
こ
と
が
な
い
。
次
々
に
流
れ
て
く
る
携
帯

電
話
を
見
な
が
ら
、
女
性
は
思
っ
た
。

「
私
の
人
生
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

女
性
が
「
追
い
出
し
部
屋
」
に
配
属
さ
れ
て
最
初
に
受
け
た
「
研
修
」
で
は
、
会
社
側
か
ら
ま
ず
、「
あ
な
た
た
ち

に
は
仕
事
が
な
い
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
ス
キ
ル
を
磨
い
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
ほ
し
い
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
、

社
内
な
の
か
社
外
な
の
か
は
自
分
で
決
め
な
さ
い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。「
社
会
人
と
は
何
か
」「
お
客
様
と
は
何
か
」

と
い
う
内
容
の
講
義
も
続
い
た
。
ま
る
で
新
入
社
員
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

一
グ
ル
ー
プ
十
数
人
に
分
か
れ
て
「
討
論
」
が
行
わ
れ
た
。
一
人
一
人
が
、
自
分
の
短
所
や
長
所
を
発
表
し
、
そ
れ

に
対
し
て
「
あ
な
た
の
こ
こ
が
ダ
メ
」
と
互
い
に
「
ダ
メ
出
し
」
を
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
様
々
な
部
署
か
ら
来
て
お

り
、
初
対
面
の
人
も
多
か
っ
た
。
同
じ
社
員
と
は
い
え
、
初
め
て
会
っ
た
人
に
「
ダ
メ
出
し
」
を
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

ひ
ど
く
疲
れ
た
。

こ
う
し
た
「
研
修
」
が
一
週
間
続
き
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
、
孤
立
感
ば
か
り
が
強
ま
っ
た
。

「
今
の
部
署
に
君
の
仕
事
は
な
い
」

「
追
い
出
し
部
屋
」
の
正
式
名
称
は
「
事
業
・
人
材
強
化
セ
ン
タ
ー（
Ｂ
Ｈ
Ｃ
）」
と
い
う
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
内
に
は
、
こ
の
女
性
が
働
く
Ｐ
Ｍ
Ｃ
と
、
別
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
固
定
電
話
や
防
犯
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
事
業
を
担
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う
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス（
Ｐ
Ｓ
Ｎ
）に
あ
る
。

朝
日
新
聞
が
入
手
し
た
Ｂ
Ｈ
Ｃ
の
在
籍
者
リ
ス
ト
に
は
、
Ａ
４
用
紙
で
二
四
ペ
ー
ジ
分
、
二
社
合
わ
せ
て
四
四
九
人

の
名
前
が
肩
書
な
ど
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
両
社
の
全
従
業
員
の
一
割
弱
に
あ
た
る
人
数
だ（
一
二
年
一
二
月
時
点
）。

発
足
し
た
の
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
が
一
二
年
七
月
一
日
、
Ｐ
Ｍ
Ｃ
が
同
年
八
月
一
日
。
両
社
と
も
に
希
望
退
職
を
募
集
し
、

リ
ス
ト
ラ
を
本
格
化
さ
せ
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。

女
性
が
上
司
に
呼
ば
れ
た
の
は
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
が
発
足
す
る
数
週
間
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
会
社
の
面
談
室
で
差
し
向
か
い

に
座
り
、
面
と
向
か
っ
て
こ
う
告
げ
ら
れ
た
。

「
今
の
部
署
に
君
の
仕
事
は
な
い
」

希
望
退
職
に
応
じ
る
か
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
へ
の
異
動
を
受
け
入
れ
る
か
。
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
日
は
上
司
に
「
考

え
ま
す
」
と
告
げ
、
後
日
ま
た
面
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
日
か
ら
は
、
上
司
が
「
次
の
面
談
い
つ
に
し
ま
す
か
」
と
毎
日
の
よ
う
に
聞
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
早
く
、

希
望
退
職
に
応
募
し
て
ほ
し
い
」。
そ
う
催
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

女
性
は
悩
ん
だ
。
辞
め
た
と
し
て
も
、
次
の
仕
事
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
か
が
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い
。
仕
事
が
な
く

な
れ
ば
、
子
育
て
が
難
し
く
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
一
番
悲
し
む
の
は
子
ど
も
だ
。「
子
ど
も
が
悲
し
む
く
ら
い
な
ら
、

私
が
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
方
が
ま
し
だ
」。

後
日
、
上
司
に
「
残
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
伝
え
た
。

上
司
か
ら
は
「
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
行
っ
て
も
、
一
年
後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
理
解
し
ま
し
た
ね
」
と

念
を
押
さ
れ
た
。
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女
性
は
、
な
ぜ
自
分
が
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
異
動
な
の
か
納
得
し
て
は
い
な
か
っ
た
。「
私
よ
り
経
験
が
浅
く
、
仕
事
が
で
き

な
い
人
も
い
る
の
に
、
な
ぜ
私
が
選
ば
れ
た
の
か
」。
上
司
に
詰
め
寄
っ
た
が
、「
会
社
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
は
会
社

の
上
層
部
が
決
め
て
い
る
。
そ
れ
以
上
は
、
私
か
ら
は
言
え
な
い
」
と
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。

女
性
の
ほ
か
に
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
異
動
に
な
っ
た
の
は
、
夫
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
勤
務
の
女
性
や
、
共
稼
ぎ
夫
婦
で
子
ど
も
が

い
な
い
女
性
、
上
司
と
そ
り
が
合
わ
な
か
っ
た
独
身
男
性
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
上
司
か
ら
「
今
の
部
署
に
君
の
仕
事
は

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
へ
の
異
動
を
告
げ
ら
れ
た
同
僚
の
女
性
は
、
面
談
後
に
「
な
ぜ
自
分
が
選
ば
れ
た
の
か

分
か
ら
な
い
」
と
泣
い
て
い
た
。

女
性
は
「
会
社
を
辞
め
て
も
、
す
ぐ
に
は
生
活
に
困
ら
な
い
人
た
ち
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
。

数
カ
月
前
に
行
わ
れ
た
全
社
員
が
対
象
の
面
談
で
、
夫
の
会
社
の
業
績
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

内
容
に
つ
い
て
上
司
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
だ
。「
家
庭
で
子
ど
も
と
生
活
す
る
の
も
い
い
も
の
で

す
よ
」
と
、
遠
回
し
に
退
職
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
発
言
も
あ
っ
た
。
同
僚
の
女
性
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

聞
か
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。

「
あ
の
と
き
に
、
会
社
は
リ
ス
ト
ラ
に
向
け
て
探
り
を
入
れ
て
い
た
ん
だ
」
と
女
性
は
思
っ
た
。「
自
分
が
選
ば
れ
た

の
は
、
能
力
が
低
い
か
ら
で
は
な
い
。
辞
め
さ
せ
や
す
い
か
ら
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。

「
指
名
解
雇
と
同
じ
だ
」

一
二
年
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
創
業
以
来
最
大
の
危
機
に
あ
っ
た
。
一
二
年
三
月
期
決
算
の
グ
ル
ー
プ
全
体
の
最
終
赤

字
は
、
過
去
最
悪
の
七
七
二
一
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。
本
社
社
員
七
〇
〇
〇
人
を
半
減
す
る
方
針
を
同
年
五
月
に
明
ら
か
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に
す
る
な
ど
、
リ
ス
ト
ラ
を
加
速
さ
せ
て
い
た
。

当
時
、
事
業
分
野
ご
と
に
九
つ
の
社
内
分
社（
ド
メ
イ
ン
）が
あ
り
、
Ｐ
Ｍ
Ｃ
と
Ｐ
Ｓ
Ｎ
は
「
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｓ
Ｎ
Ｃ
）」
と
い
う
ド
メ
イ
ン
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
一
二
年
四
月
以
降
、
各
ド
メ
イ
ン
と
も
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｃ
は
特
に
経
営
内
容
が
悪
か
っ
た
。
同
年
五
月
一
五
日
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
の
小
河
寿
副
社
長
が
、

福
岡
市
博
多
区
の
福
岡
事
業
場
で
社
員
向
け
に
行
っ
た
経
営
概
況
の
説
明
会
の
内
部
資
料
が
あ
る
。
第
１
四
半
期
の
経

営
概
況
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
現
在
の
経
営
見
通
し
で
は
、
第
１
Ｑ（
四
半
期
）は
、
販
売
・
利
益
と
も
に
計
画
未
達
、
販
売
は
前
年
に
も
届
か
な

い
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
社（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
全
体
）の
方
針
発
表
で
、
四
月
見
通

し
は
ほ
と
ん
ど
の
ド
メ
イ
ン
で
計
画
達
成
と
大
坪
社
長（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
本
社
社
長
）か
ら
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

我
々
は
違
い
ま
す
。『
ほ
と
ん
ど
の
ド
メ
イ
ン
』
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。（
中
略
）二
〇
一
二
年
度
に
計
画
の
達
成
が
で

き
ず
に
、
再
び
赤
字
に
な
る
と
、
事
業
全
体
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
状
況
に
陥
り
ま
す
。
二
〇
一
二
年
度
は

『
分
岐
点
』
の
年
で
す
。
こ
れ
は
『
生
か
死
か
』
と
い
う
分
岐
点
で
す
」

Ｓ
Ｎ
Ｃ
の
主
力
事
業
の
携
帯
電
話
は
、
〇
三
年
に
は
販
売
額
五
六
〇
〇
億
円
を
記
録
、
〇
七
年
に
発
売
し
た
携
帯
電

話
「
９
０
５
ｉ
」
は
一
〇
〇
万
台
超
を
売
り
上
げ
る
な
ど
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
全
体
の
「
屋
台
骨
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
超

優
良
事
業
だ
っ
た
。

だ
が
、
米
ア
ッ
プ
ル
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）」
の
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
を
境

に
急
速
に
販
売
が
低
迷
し
、「
負
け
組
」
に
転
じ
て
ゆ
く
。
一
二
年
の
販
売
額
は
、
〇
三
年
の
三
分
の
一
に
ま
で
落
ち

た
と
い
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｃ
は
社
員
数
の
削
減
を
進
め
、
内
部
資
料
に
よ
る
と
、
〇
七
年
度
に
一
万
九
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
国
内
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従
業
員
を
、
一
二
年
度
末
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
人
と
約
四
割
減
ら
す
見
込
み
を
立
て
て
い
た
。

Ｐ
Ｍ
Ｃ
と
Ｐ
Ｓ
Ｎ
が
希
望
退
職
を
募
集
し
た
の
は
、
一
二
年
夏
。
両
社
と
も
希
望
退
職
を
「
転
身
支
援
制
度
」
と
呼

ん
で
い
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｎ
の
人
事
・
総
務
グ
ル
ー
プ
が
社
員
向
け
に
作
成
し
た
「
転
身
支
援
制
度
に
つ
い
て
」
と
い
う
資
料

に
は
、「
当
社
以
外
に
活
躍
の
場
を
見
出
す
従
業
員
に
対
し
て
、
就
業
に
関
す
る
選
択
肢
の
拡
大
の
た
め
に
転
身
支
援

を
実
施
い
た
し
ま
す
」
と
し
て
、
制
度
の
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
。

退
職
時
に
支
払
わ
れ
る
「
転
身
支
援
金
」
は
、
三
四
歳
以
下
の
社
員
で
月
給
の
八
カ
月
分
。
年
が
上
が
る
ご
と
に
増

え
、
四
五
～
五
四
歳
に
は
三
二
カ
月
分
が
支
払
わ
れ
る
。
募
集
期
間
は
七
月
一
七
～
三
一
日
だ
っ
た
が
、
こ
の
直
前
の

六
月
ご
ろ
に
社
員
全
員
が
上
司
の
面
談
を
受
け
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、「
追
い
出
し
部
屋
」
の
Ｂ
Ｈ
Ｃ
も
、
七
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
異
動
す
る

社
員
へ
の
異
動
内
示
は
六
月
中
に
出
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｎ
の
小
河
副
社
長
は
五
月
の
経
営
状
況
説
明
会
の
中
で
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
を
設

立
す
る
目
的
に
つ
い
て
「
社
内
人
材
の
適
職
開
発
と
有
効
配
置
を
は
か
り
、
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
活
用
し
て
事
業
に
貢

献
し
て
も
ら
う
」「
所
属
す
る
社
員
に
は
、
新
た
な
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
実
際
の
「
新
た
な
仕
事
」
と
は
、
元
い
た
部
署
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
無
視
し
た
か
の
よ
う
な
単
純
作
業
だ
っ
た
。

多
く
の
社
員
は
「
希
望
退
職
に
応
じ
る
か
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
へ
異
動
す
る
か
」
と
、
面
談
で
上
司
か
ら
迫
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
会
社
の
や
り
方
に
、
社
内
か
ら
は
「
辞
め
な
い
社
員
を
こ
ん
な
や
り
方
で
追
い
込
む
と
は
、
指
名
解
雇
と

同
じ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
が
出
た
。
五
〇
代
の
社
員
は
、
朝
日
新
聞
の
取
材
に
「
Ｂ
Ｈ
Ｃ
の
実
態
は
、
希
望
退
職

に
応
じ
な
い
リ
ス
ト
ラ
候
補
社
員
の
た
ま
り
場
だ
。
社
員
が
自
ら
退
職
す
る
と
言
い
出
す
の
を
仕
向
け
る
や
り
方
。
陰

湿
だ
」
と
憤
っ
た
。
異
動
が
発
表
さ
れ
る
七
月
ま
で
、
社
内
に
は
「
だ
れ
が
Ｂ
Ｈ
Ｃ
送
り
に
な
る
の
か
」
と
、
疑
心
暗
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鬼
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

別
の
五
〇
代
男
性
社
員
は
「
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
異
動
に
な
る
と
、
二
度
と
元
の
部
署
に
は
戻
れ
な
い
」
と
聞
い
た
。「
つ
ま

り
、
あ
な
た
は
こ
の
会
社
に
は
い
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
」。
こ
の
社
員
は
希
望
退
職
に
応
じ
、
九

月
末
に
長
年
勤
め
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
去
っ
た
。
過
去
に
何
回
も
希
望
退
職
の
募
集
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
悩
ん
だ

が
、
今
回
は
子
ど
も
が
就
職
し
た
後
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
辞
め
る
決
意
を
し
た
。「
経
営
が
悪
く
な
っ
て
も
、
経
営

者
が
ち
ゃ
ん
と
責
任
を
と
ら
ず
、
リ
ス
ト
ラ
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
り
ゃ
、
会
社
は
ダ
メ
に
な
る
で
し
ょ
う
」。

創
業
者
の
松
下
幸
之
助
氏
は
「
従
業
員
あ
っ
て
の
会
社
。
会
社
は
従
業
員
の
雇
用
を
守
る
」
と
、
終
身
雇
用
制
な
ど

を
先
駆
け
て
導
入
し
た
。
だ
が
も
う
、
昔
の
カ
イ
シ
ャ
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

会
社
は
「
退
職
強
要
で
は
な
い
」

Ｐ
Ｍ
Ｃ
が
「
追
い
出
し
部
屋
」
の
Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
配
属
さ
れ
た
社
員
向
け
に
作
成
し
た
内
部
資
料
が
あ
る
。

Ｂ
Ｈ
Ｃ
に
つ
い
て
「
非
常
事
態
と
い
え
る
Ｐ
Ｍ
Ｃ
や
他
ド
メ
イ
ン
に
お
い
て
事
業
貢
献
で
き
る
人
財
に
生
ま
れ
変
わ

る
訓
練
の
場
」
と
し
た
上
で
、「
未
来
永
劫
の
組
織
存
続
を
め
ざ
す
わ
け
で
は
な
い
。
幅
広
い
ス
キ
ル
獲
得
や
人
間
的

な
幅
を
広
げ
、
求
め
ら
れ
る
人
財
と
し
て
の
転
籍
を
促
進
」
な
ど
と
説
明
す
る
。
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
問
題

点
と
し
て
、「
全
員
の
仕
事
は
本
当
に
あ
る
の
か
」「
ど
う
ス
キ
ル
・
意
識
を
変
え
れ
ば
良
い
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。

だ
が
実
態
は
、
ほ
と
ん
ど
の
社
員
が
「
幅
広
い
ス
キ
ル
獲
得
…
…
」
と
は
ほ
ど
遠
い
、
商
品
の
梱
包
作
業
と
い
う
単

純
作
業
に
あ
て
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
が
本
格
稼
働
し
た
一
〇
月
は
、
メ
ン
バ
ー
一
一
一
人
中
七
〇
人
が
梱
包
作
業
、
一
九
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人
が
「
非
稼
働
」。
そ
れ
以
降
は
、
一
一
月
が
梱
包
五
七
人
、
非
稼
働
九
人
、
一
二
月
は
梱
包
四
一
人
、
非
稼
働
一
二

人
と
推
移
し
た
。
一
三
年
一
月
ま
で
に
他
部
署
に
転
籍
で
き
た
の
は
、
三
人
だ
け
だ
っ
た
。

一
方
、
固
定
電
話
な
ど
の
事
業
を
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｎ
で
は
一
三
年
四
月
、「
事
業
・
人
材
強
化
セ
ン
タ
ー
の
概
要
」
と
い

う
資
料
を
作
成
し
、「
一
二
年
度
Ｂ
Ｈ
Ｃ
活
動
の
総
括
」
を
行
っ
て
い
る
。
発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
三
六
二
人
中
、
他
部

署
へ
転
籍
で
き
た
の
は
、
二
九
人
し
か
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
の
業
務
は
、
電
話
や
ド
ア
フ
ォ
ン
の
シ
ス
テ

ム
の
作
動
チ
ェ
ッ
ク
、
カ
メ
ラ
の
組
み
立
て
、
携
帯
電
話
の
梱
包
な
ど
、
他
部
署
の
応
援
だ
っ
た
。
元
々
は
非
正
規
社

員
が
担
当
し
て
い
た
単
純
作
業
が
多
い
。
中
に
は
、
み
ず
ほ
銀
行
の
子
会
社
に
出
向
し
、
銀
行
の
支
店
ロ
ビ
ー
で
客
の

案
内
係
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
退
職
者
は
三
五
人
に
の
ぼ
り
、
仕
事
が
な
い
「
待
機
中
」
の
社
員

も
二
二
人
い
る
。

Ｂ
Ｈ
Ｃ
な
ど
の
「
追
い
出
し
部
屋
」
の
存
在
に
つ
い
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
本
社
は
「（
会
社
か
ら
追
い
出
す
た
め
だ

と
い
う
の
は
）受
け
止
め
方
の
違
い
。
会
社
と
し
て
退
職
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
広
報
）と
の
説
明
を
繰
り
返
す
。

一
二
年
一
二
月
に
朝
日
新
聞
が
同
社
に
対
し
て
文
書
で
出
し
た
質
問
に
は
、
こ
う
回
答
し
て
い
る
。

「『
人
を
大
切
に
す
る
』
と
い
う
当
社
の
基
本
理
念
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
内
外
で
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
部
門
で
あ
り
、
退
職
を
強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

一
方
で
、
広
報
担
当
者
は
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
が
社
内
で
仕
事
が
な
く
な
っ
た
「
余
剰
人
員
」
を
集
め
る
部
署
だ
と
い
う
こ
と

は
認
め
て
い
る
。「
以
前
は
余
っ
た
人
員
を
他
部
署
で
受
け
入
れ
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
韓
国
や
中
国
企
業
と
の
競
争

激
化
で
そ
の
余
裕
は
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
と
同
様
の
部
署
は
数
年
前
に
、
半
導
体
を
つ
く
る
子
会
社
に
も

あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
急
激
な
不
況
に
襲
わ
れ
た
半
導
体
事
業
で
、
社
内
業
務


